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第
三
章
明
治
維
新
と
大
和
売
薬

上
‐
山 一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
一
○
月
、
徳
川
慶
喜
は
大
政
を
朝
廷
に
奉
還
し
た
。
討
幕
派
は
い
わ
ゆ
る
王
政
復
古
の
大

号
令
を
発
し
て
、
新
政
府
を
樹
立
し
た
。
し
か
し
、
新
政
府
に
反
発
し
た
旧
幕
府
側
は
京
都
に
反
撃
し
、
鳥
羽
・
伏

１
政
府
の
薬
業
政
策

蕊議識簿灘謝鞠謬＃溌蕊蕊蕊蕊蕊議慰嬢

局方・薬局方

た
旧
幕
府
側
は
京
都
に
反
撃
し
、
鳥
羽
・
伏

見
の
戦
い
に
敗
れ
た
の
ち
も
、
江
戸
さ
ら
に

東
北
・
北
海
道
ま
で
落
ち
の
び
て
い
っ
た
。

こ
の
一
連
の
戦
い
を
戊
辰
戦
争
と
い
う
が
、

戦
い
の
あ
い
だ
新
政
府
は
新
し
い
政
治
の
建

設
を
お
し
す
す
め
た
。

鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
の
と
き
、
官
兵
の
負

傷
者
治
療
に
あ
た
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
公

使
館
付
の
医
師
ウ
イ
リ
ス
仁
詮
准
四
）
で
あ

っ
た
し
、
会
津
攻
略
中
に
も
か
れ
は
、
そ
の

こ
ろ
の
新
技
術
、
つ
ま
り
過
マ
ン
ガ
ン
酸
ヵ
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な
い
が
、
維
新
時
の
英
匡

き
び
し
く
退
け
て
い
る
。

そ
ん
な
な
か
、
岩
佐
ら
は
大
学
南
校
教
頭
の
フ
ル
ベ
ッ
キ
（
軟
垢
七
）
の
応
援
を
得
る
と
と
も
に
、
佐
良
は
同
郷
（
佐
焚
）
の
副
島
種
臣

仁
殻
皿
五
）
・
大
隈
重
信
仁
楚
ユ
ニ
）
ら
を
動
か
し
、
よ
う
や
く
政
府
高
官
た
ち
が
ド
イ
ツ
医
薬
の
採
用
に
応
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は

フ
ル
ベ
ッ
キ
が
幕
末
に
長
崎
で
、
副
島
や
大
隈
に
語
学
や
法
律
を
教
え
た
よ
し
承
と
、
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
か
れ
が
、
普
仏
戦
争
で
勝
利

し
た
プ
ロ
シ
ャ
の
君
主
制
を
解
説
し
た
こ
と
な
ど
、
そ
れ
に
新
政
府
に
な
に
か
と
強
圧
的
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
パ
ー
ク
ス
に
牽
制
す
る
意
図

新
政
府
は
一
八
六
八
年
（
明
治
元
）
、
旧
幕
府
直
轄
の
開
成
所
・
昌
平
醤
・
医
学
所
を
改
称
し
て
復
興
、
翌
年
に
は
昌

ド
イ
ツ
医
薬
へ

平
饗
を
大
学
と
改
め
、
開
成
所
を
大
学
南
校
、
医
学
所
を
大
学
東
校
と
改
称
し
た
。
こ
の
と
き
医
学
所
取
調
御
用
係

で
あ
っ
た
岩
佐
純
仁
詮
垂
二
）
・
佐
良
雌
蕊
（
吟
詮
雰
）
ら
は
従
来
の
漢
方
医
・
英
医
を
排
し
、
ド
イ
ツ
医
薬
法
に
き
り
か
え
る
こ
と
を
主

張
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
蘭
学
書
の
大
部
分
は
ド
イ
ツ
本
の
蘭
訳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
医
薬

が
す
ぐ
れ
て
い
た
か
ら
な
の
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
へ
政
府
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
は
な
お
ざ
り
に
は
で
き

な
い
が
、
維
新
時
の
英
医
ウ
イ
リ
ス
の
功
績
を
あ
げ
て
反
対
し
た
。
と
り
わ
け
大
学
別
当
の
山
内
容
堂
仁
詮
埜
一
）
は
岩
佐
ら
の
上
申
を

局
方
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
一
る
軍
医
療
の

方
で
あ
っ
た
。

新
政
府
は
英
人
医
師
ウ
イ
リ
ス
を
重
用
し
た
か
ら
、
と
う
ぜ
ん
な
が
ら
イ
ギ
リ
ス
式
の
医
学
・
薬
学
が
採
用
さ
れ
た
。
わ
が
国
の
「
薬

局
方
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
軍
医
療
の
「
局
方
」
娠
雄
錐
鞭
織
）
、
海
軍
軍
医
寮
の
官
版
「
薬
局
方
」
炉
弐
牢
確
睡
灘
）
は
、
い
ず
れ
も
英

一
寸
一
室
』
一
一
画
」
一
画
壷
ロ
ー
垂
一
〕

リ
液
の
消
毒
や
、
骨
折
に
は
鉄
製
の
副
木
を
つ
か
う
な
ど
の
方
法
で
成
果
を
あ
げ
、
薩
・
長
軍
に
は
信
頼
さ
れ
た
と
い
う
。

い
つ
ぽ
う
、
徳
川
家
へ
の
恩
顧
と
い
う
こ
と
で
、
医
学
所
頭
領
の
松
本
良
順
仁
詮
匪
七
）
は
、
会
津
へ
門
弟
た
ち
を
つ
れ
て
、
旧
幕
軍

の
傷
兵
治
療
の
た
め
に
従
事
し
て
い
る
。
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す
で
に
江
戸
時
一
代
も
後
期
に
な
る
と
、
蘭
学
の
知
識
を
無
視
し
て
は
学
術
活
動
が
で
き
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い
た
。

漢
方
を
排
除

医
学
の
承
な
ら
ず
自
然
科
学
は
と
り
わ
け
そ
れ
が
顕
著
と
い
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
つ
ぎ
と
舶
敢
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
原
書
や
蘭
訳
書
の
学
習
を
通
じ
て
、
と
に
か
く
、
い
わ
ゆ
る
洋
学
が
い
や
が
う
え
に
も
さ
か
ん
に
な
っ
て
き
た
。

霧
一
八
一
九
年
（
文
政
二
）
に
な
る
と
、
宇
田
川
玄
真
（
卜
誤
計
）
は
蘭
学
の
薬
学
書
で
あ
る
『
和
蘭
薬
鏡
』
を
著
作
し
た
。
こ
れ
が
刺
激

和大
と
な
っ
て
、
こ
の
あ
と
生
理
学
・
医
学
・
植
物
学
な
ど
の
諸
書
の
紹
介
が
ゑ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

と綱
あ
ま
り
の
蘭
学
ば
や
り
に
、
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
）
に
は
幕
府
の
奥
・
表
医
師
が
外
科
・
眼
科
の
ほ
か
は
蘭
法
を
用
い
る
こ
と
を
禁

酷
止
し
、
さ
ら
に
医
薬
書
の
出
版
は
医
学
館
の
許
可
制
に
し
た
。
こ
の
処
置
を
し
て
み
た
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
漢
方
は
時
代
に
と
り
の
こ
さ

第3章

止
し
、
さ
ら
に
医
薬

れ
る
ま
ま
に
過
ぎ
た

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
よ
う
や
く
大
学
東
校
に
製
薬
学
科
が
開
設
さ
れ
た
。
さ
っ
そ
く
、
マ
ル
チ
ン
、
ハ
ン
ゼ
ン
、
ラ
ン
ガ
ル
ト
ら
を

招
い
た
が
、
こ
こ
は
薬
学
教
育
よ
り
も
製
薬
者
を
養
成
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
洋
薬
が
基
本
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
、
ド
イ
ツ
陸
軍
軍
医
ミ
ュ
レ
ル
と
、
海
軍
軍
医
ホ
フ
マ
ン
が
、
政
府
の
招
き
で
来
日
し
、
大
学
東
校
で
医
学
を

講
義
し
た
。
両
人
は
薬
学
教
育
の
大
切
さ
も
説
い
た
か
ら
、
翌
年
に
は
お
な
じ
ド
イ
ツ
か
ら
ニ
ー
ウ
ェ
ル
ト
が
薬
学
主
任
と
し
て
赴
任
し

た
。
こ
う
し
て
、
ド
イ
ツ
式
医
学
・
薬
学
が
日
本
に
根
を
お
ろ
そ
う
と
し
て
い
た
と
き
の
翌
年
、
欧
米
視
察
か
ら
一
民
．
つ
た
感
学
戟
蔚

や
詮
動
一
）
も
薬
学
は
医
学
と
と
も
に
あ
る
こ
と
を
文
部
省
に
建
議
し
、
か
れ
自
身
も
ド
イ
ツ
医
薬
を
信
奉
し
た
。

一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
に
な
る
と
、
文
部
省
に
医
務
課
を
新
設
し
薬
事
を
管
掌
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
も
あ
っ
て
、

も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

一
八
五
八
年
（
安
政
五
）
、
将
軍
家
定
の
病
い
は
幕
府
の
奥
医
師
た
ち
で
は
治
療
の
め
ど
が
た
た
ず
、
や
む
な
く
官
医
に
西
洋
医
術
を
許
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侭
Ｅ
混
一
個
曲
労
を
み
た
も
広
広
剛
稚
砥
陥
侭
ト
イ
ッ
医
学
を
正
武
な
も
め
に
し
た
力
ら
祥
学
派
の
ヰ
心
で
あ
る

漢
方
の
抵
抗
た
だ
の
り

石
黒
忠
恵
仁
拙
寧
）
・
長
与
専
斎
ら
は
そ
の
勢
い
に
の
っ
た
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
、
全
面
的
な
西
洋
医
学
へ

の
ゑ
ち
を
開
こ
う
と
し
、
医
術
開
業
試
験
は
物
理
・
化
学
・
解
剖
・
生
理
？
病
理
・
内
科
・
外
科
・
薬
剤
学
の
課
目
で
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
年
の
全
国
開
業
医
は
漢
方
医
一
万
四
八
○
七
人
、
洋
医
五
○
九
八
人
、
漢
洋
医
二
五
二
四
人
、
そ
の
ほ
か
八
五
六
人
諭
噌
）

で
あ
っ
た
か
ら
、
漢
方
医
は
こ
の
方
策
に
反
対
し
、
「
医
術
開
業
試
験
に
漢
方
の
一
科
を
加
え
る
こ
と
」
の
運
動
を
く
り
か
え
し
た
。

引
き
つ
づ
い
て
い
た
こ
の
運
動
は
、
た
と
え
ば
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
、
帝
国
議
会
へ
全
国
三
七
団
体
、
一
九
八
○
人
の
漢
方
医
、

五
万
余
人
の
署
名
請
願
書
を
提
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
が
、
議
会
は
解
散
し
、
審
議
未
了
と
な
る
。
請
願
そ
し
て
審
議
未
了
は
く
り
か

え
さ
れ
る
が
、
よ
う
や
く
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
の
議
会
に
な
っ
て
、
運
動
は
成
功
す
る
か
に
象
え
た
が
、
二
七
票
の
差
で
否
定
さ
れ

た
。
漢
方
は
科
学
的
解
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
近
代
医
学
の
名
の
も
と
に
医
制
か
ら
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

洋
医
学
の
拠
点
に
な
っ
て
、
漢
方
は
主
流
か
ら
は
ず
れ
て
ゆ
く
。

可
し
、
伊
東
玄
朴
仁
訟
如
卸
）
ら
を
幕
府
の
官
医
と
す
る
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
江
戸
の
開
業
医
ら
は
、
こ
の
年
、

神
田
の
お
玉
が
池
に
種
痘
所
を
設
置
す
る
ほ
ど
に
な
り
、
翌
を
年
に
な
る
と
種
痘
所
を
官
営
に
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
こ
が
西

吋
測
一
列
グ
７
フ
ェ
州
て
鐸
洞
通
勿
虫
￥
才
》
遺
訓
オ
鞠
悩
唾
瀕
翠
褒
一
も
こ
９
と
函
側
一
即
垂
拝
き
。
て
に
〕
刈
《
傷
領
湘
．
た
り
と
●
承
ｈ
〆
て
圭
屯
》
な
１
』
力
、
Ｌ
弱
鐸
か
”

薬
種
流
通
の
変
化

を
あ
げ
る
た
め
に
は
舶
来
薬
種
が
案
外
早
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
外
国
薬
種
は
な
が
い
あ
い
だ
幕
府
の
貿
易

２
売
薬
の
需
要
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可
し
、
伊
東
玄
朴
仁
訓
に
坪
）
ら
を
幕
府
の
官
医
と
す
る
あ
り
さ
ま
と
な
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
江
戸
の
開
業
医
ら
は
、
こ
の
年
、

神
田
の
お
玉
が
池
に
種
痘
所
を
設
置
す
る
ほ
ど
に
な
り
、
翌
々
年
に
な
る
と
種
痘
所
を
官
営
に
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
こ
が
西

洋
医
学
の
拠
点
に
な
っ
て
漢
方
は
主
流
か
ら
は
す
れ
て
ゆ
く
ゞ

は
じ
め
は
曲
折
を
み
た
も
の
の
、
明
治
政
府
は
ド
イ
ツ
医
学
を
正
式
な
も
の
に
し
た
か
ら
、
洋
学
派
の
中
心
で
あ
る

漢
方
の
抵
抗
た
だ
の
り

石
黒
忠
懲
や
弛
寧
）
・
長
与
専
斎
ら
は
そ
の
勢
い
に
の
っ
た
。
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）
、
全
面
的
な
西
洋
医
学
へ

の
み
ち
を
開
こ
う
と
し
、
医
術
開
業
試
験
は
物
理
・
化
学
・
解
剖
・
生
理
９
病
理
・
内
科
・
外
科
・
薬
剤
学
の
課
目
で
実
施
す
る
こ
と
に

し
た
。
こ
の
年
の
全
国
開
業
医
は
漢
方
医
一
万
四
八
○
七
人
、
洋
医
五
○
九
八
人
、
漢
洋
医
二
五
二
四
人
、
そ
の
ほ
か
八
五
六
人
識
確
局
）

で
あ
っ
た
か
ら
、
漢
方
医
は
こ
の
方
策
に
反
対
し
、
「
医
術
開
業
試
験
に
漢
方
の
一
科
を
加
え
る
こ
と
」
の
運
動
を
く
り
か
え
し
た
。

引
き
つ
づ
い
て
い
た
こ
の
運
動
は
、
た
と
え
ば
一
八
九
一
年
（
明
治
二
四
）
、
帝
国
議
会
へ
全
国
三
七
団
体
、
一
九
八
○
人
の
漢
方
医
、

五
万
余
人
の
署
名
請
願
書
を
提
出
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
が
、
議
会
は
解
散
し
、
審
議
未
了
と
な
る
。
請
願
そ
し
て
審
議
未
了
は
く
り
か

え
さ
れ
る
が
、
よ
う
や
く
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
）
の
議
会
に
な
っ
て
、
運
動
は
成
功
す
る
か
に
象
え
た
が
、
二
七
票
の
差
で
否
定
さ
れ

た
。
漢
方
は
科
学
的
解
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
近
代
医
学
の
名
の
も
と
に
医
制
か
ら
は
ず
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

剣
一
丸
広
大
毛
利
て
摂
砕
芽
さ
れ
る
幸
謀
穫
⑦
唖
謬
禽
一
し
こ
と
侭
エ
馴
管
↓
ま
て
に
鋤
辺
〈
ら
れ
た
と
未
り
て
方
一
馬
‐
し
力
Ｌ
幸
課
凶
翻

薬
種
流
通
の
変
化

を
あ
げ
る
た
め
に
は
舶
来
薬
種
が
案
外
早
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
外
国
薬
種
は
な
が
い
あ
い
だ
幕
府
の
貿
易

２
売
薬
の
需
要
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